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ユニットで漢方処方を理解する
～泌尿器科篇～
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1 過去のエビデンスから見る
    牛車腎気丸の展望
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〈はじめに〉

それぞれの漢方処方には固有の効能がある。その胆（キモ）となる

生薬（キグスリ）の組み合わせを演者はユニットと呼んでいる。

ユニットで処方の性格を把握すると、当該方剤の個性を把握しやす

くなり､より的確な運用が可能になる。泌尿器科四処方について解

説を試みる。

〈猪苓湯〉

泌尿器科関連の漢方でもっとも適応症が広い。薬能の中心は、沢

瀉、猪苓、茯苓の利尿ユニットで、五苓散と共通する。尿路感染症が

主だが､適応は腎臓炎､結石症、血尿、浮腫、下痢と広範である。

副作用も少なく、処方しやすい印象がある。

〈猪苓湯合四物湯〉

猪苓湯に、当帰・川芎・芍薬・地黄の四物湯を合わせて、效果増強を

期した処方である。四物湯は補血のユニットで、貧血や出血がある

場合に適用される。

ただし、胃腸虚弱者には不適当な場合がある。

〈清心蓮子飲〉

本方の効能の中心は、麦門冬・人参・地骨皮の生津作用（広義の滋

潤）であろう。補陰して虚熱を冷まし、人参・黄耆で補気する。日頃か

ら広義の乾燥傾向（津虚または陰虚）がある虚弱な人に、泌尿器科

疾患が起った際の処方と考える。

黄芩が配されているので副反応に留意したい。　

〈竜胆瀉肝湯〉

下焦の湿熱、すなわち下半身の湿（水毒）のめぐりが滞り、排尿痛や

残尿感を呈した場合の薬方の一つである。地黄・当帰で補血、黄芩・

山梔子で清熱消炎、木通・車前子・沢瀉で利水をはかる。御婦人の

「こしけ」（帯下、おりもの）も適応症なので、婦人科領域にも応用さ

れる。

こちらも黄芩が配されているので副反応に留意したい。

※四方処方構成
猪苓湯＝猪苓3、茯苓3、滑石3、沢瀉3、阿膠3ｇ
猪苓湯合四物湯＝猪苓湯に地黄3、芍薬3、川芎3、当帰3ｇ
清心蓮子飲＝麦門冬4、茯苓4、黄芩3、車前子3、人参3、黄耆2、甘草1.5、蓮肉4、地
骨皮2ｇ
竜胆瀉肝湯＝地黄5、当帰5、木通5、黄芩3、車前子3、沢瀉3、甘草1、山梔子1、竜胆1ｇ

今回のワークショップのテーマである、Evidence-based Jinkyoにち

なんで、高齢者に良く用いられる「腎虚」を改善する代表的な漢方

製剤である牛車腎気丸を例に挙げます。すでに既知のことですが、

牛車腎気丸は「牛膝」と「車前子」という生薬が八味地黄丸に加わっ

たもので、体力が低下した疲れやすく、腰から下が冷えやすい方や、

高齢者の頻尿、特に夜間頻尿をはじめ、腰痛や下肢痛、糖尿病の合

併症の神経障害によるしびれなどの改善に広く使われています。こ

の牛車腎気丸に対する私の過去のエビデンスを重視した作用機序

を探求した基礎的な検討から、その成果の臨床での評価への関連

を紹介させていただきます。また最近の20年間の漢方の位置づけ

やエビデンスを重視した大きな流れについても、牛車腎気丸の最近

の有効性についての多くの基礎、臨床の研究成果から紹介させて

いただきます。

これまでに長年にわたって多くの講演会や大学等での講義もさせ

ていただき、そんな中で、今では機会あるごとに若い先生方には「医

療の戦略」というもののお話させてもらっています。これまで漢方治

療に泌尿器科医として永らく関わり、現在も兵庫県医師会の下部組

織であります兵庫県臨床漢方医会の会長も拝命しています。そのた

め、多くの患者さんのためにも、医療従事者の漢方治療の戦略が必

要だと最近考えるようになりました。

また我々泌尿器科医が対象とする患者さんの多くは高齢者であり、

急性期医療とはやや異なった考えで対応すべきところがあります。

社会的な価値と個人的な価値の相違によって、医療もかなり複雑に

なってきています。私自身、泌尿器科医として高齢者の方々を急性

期医療の社会復帰を目標にするのか、高齢者の多くが希望する生

活の復帰を目標にするのか、その両方をいかに融合させていこうか

と考えながら日々診療をしています。

このような背景をもとにして、牛車腎気丸に関するこれまでのエビデ

ンスに重きを置いた多くの検討結果から見えてきたものを、私なり

の解釈をもとに、戦略の重要性と今後の展望について、時間の許す

範囲でワークショップとしての話題を提供する予定です。
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